
11

JR
小
浜
線
電
化
１
０
周
年

JR
小
浜
線
電
化
１
０
周
年

（
関
連
記
事
４
～
５
ペ
ー
ジ
）

（
関
連
記
事
４
～
５
ペ
ー
ジ
）

M
ar 2

0
1
3

N
o.8
3

わ
た
し
た
ち
を
つ
な
ぐ
小
浜
線
！

題
字
　
作
家
　
水
上
　
勉

広広
報報

  3      
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名田庄星のフィエスタ実行委員会
委員長　岩崎 寛 さん（名田庄下）

地
元
を
盛
り
上
げ
る

　
　

き
っ
か
け
を
作
り
た
い

　

大
き
な
催
し
が
少
な
い
冬
の
地
元
を
盛

り
上
げ
た
い
と
思
い
、
冬
の
フ
ィ
エ
ス
タ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

準
備
期
間
が
短
く
、
予
算
的
に
も
厳
し

い
中
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
何
と
か
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
滑
り
台
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
か
本
当
に
心
配
し
ま
し

た
が
、無
事
に
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
来
場
者
が

多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
も
っ
と
本

格
的
な
催
し
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
地
元
を
盛
り

上
げ
て
い
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。　

　

２
月
10
日
㈰
、
名
田
庄
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
流
星
館
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
周
辺
で
、
初
め
て
の
「
名
田
庄
冬
の
フ
ィ
エ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
手
づ
く
り
の
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約

12
メ
ー
ト
ル
の
滑
り
台
が
来
場
者
を
お
出
迎
え
。
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
嬉
し
そ

う
に
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
、
そ
り
で
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
雪
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
探
す
宝
探
し
や
名
田
庄
太
鼓

「
勇
粋
連
」
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
、
お
汁
粉
の
振
る
舞
い
な
ど
も
あ
り
、
会
場
を
訪
れ

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ら
は
雪
と
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。　
　

名
田
庄
冬
の
フ
ィ
エ
ス
タ

名
田
庄
冬
の
フ
ィ
エ
ス
タ

初 開 催
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な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

水
上
さ
ん
は
、

こ
の
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人

の
交
流
が
生
ま

れ
る
こ
と
も
併

せ
て
願
っ
て
い

ま
す
。

　

く
る
ま
椅
子
劇
場
は
、
一
般
の
方
々
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
有
料
で
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

　

ま
た
、
図
書
室
に
は
こ
た
つ
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
覚
で
本

を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
滴
文
庫
の
入
館
料
は
大
人
３
０
０
円

（
70
歳
以
上
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）
で
す

が
、
六
角
堂
や
図
書
室
、
庭
園
の
み
を
利

用
す
る
場
合
、
入
館
料
は
無
料
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

若
州
一
滴
文
庫
は
、
美
術
・
文
学
な
ど

の
資
料
を
展
示
す
る
施
設
と
し
て
、
ま
た

若
州
人
形
座
の
拠
点
と
し
て
、
町
出
身
の

直
木
賞
作
家
、
水
上
勉
さ
ん
に
よ
り
、
昭

和
60
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
水
上
さ
ん
の
「
草
木

が
育
つ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読

む
こ
と
で
何
か
を
見
つ
け
、
人
生
を
切
り

開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」、「
一
滴
の
水
も

粗
末
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
郷
土
の

先
輩
の
教
え
を
後
の
世
に
伝
え
た
い
」
と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
館
は
古
民
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
て

ら
れ
、
蔵
書
な
ど
約
２
万
冊
を
有
す
る
図

書
室
や
水
上
作
品
の
挿
絵
画
な
ど
を
展
示

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

庭
園
は
、
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て
お

り
、
四
季
折
々
の
景
観
で
見
る
人
を
楽
し

ま
せ
ま
す
。
木
々
の
中
に
は
、
一
滴
文
庫

を
訪
れ
た
著
名
な
作
家
な
ど
に
よ
っ
て
植

樹
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
水
上
作
品
に
登
場
す
る

人
物
の
竹
人
形
を
展
示
す
る
竹
人
形
館
、

若
州
人
形
座
に
よ
る
竹
人
形
文
楽
な
ど

の
催
し
が
開
か
れ
る
く
る
ま
椅
子
劇
場

33

企画展

「竹と水上文学」 開催中
【ところ】本館１階

  ５月６日
　  まで

若州一滴文庫のイベント情報

【と　き】3月 11日（月）13時から 16時 30分
【ところ】くるま椅子劇場
【内　容】
１．学芸員による鈴木大拙、西田幾多郎の墨跡解説
２．ＮＰＯ法人一滴の里中西則雄さん（尾内）に
　　よる鈴木大拙、西田幾多郎禅心禅話
３．座談会「水上勉がこの二人に心惹かれたのは？」
４．ワークショップ「参加者による臨書体験」
【備　考】参加費：300円
※ 参加には事前申し込みが必要です（先着 50名）

若州一滴文庫所蔵の墨跡を語る会

ど
ん
な
と
こ
ろ
？　

　

町
の
施
設

１

〜
若
州
一
滴
文
庫
〜

再
発
見

※ 

掲
載
は
毎
月
で
は
あ
り
ま
せ
ん

pick up

六角堂（ろっかくどう）

おいしいコーヒーや、よもぎも
ち、そばなどが味わえる喫茶・
休憩所。よもぎは敷地内でと
れたものを使用しています。

図書室

若
州
一
滴
文
庫
☎
77
・
２
４
４
５

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い　

　

一滴文庫の全景

一滴文庫の構内

くるま椅子劇場
竹人形館

六角堂

本　館

庭　園

正門 劇場門劇場門
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5

おおい町観光協会 主事 森脇 亜津沙さん

おおい町は、自然が豊かで、海、山、里の幸が
盛りだくさんです。町の観光情報については、
若狭本郷駅内の観光協会まで、お気軽にお尋
ねください。 おおい町観光協会 ☎ 77・1734
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名田庄診療所長　中村伸一

　

す
で
に
五
十
万
部
以
上
売
れ
て

い
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
大
往
生
し

た
け
り
ゃ
医
療
と
か
か
わ
る
な
』

（
幻
冬
舎
新
書
）
の
著
者
で
あ
る
中

村
仁
一
先
生
と
は
、
昨
年
五
月
に

共
通
の
知
人
の
紹
介
で
会
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
大
阪
で
合
同
講
演
会
を
開

く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

何
し
ろ
、
仁
一
先
生
と
私
は
名

前
が
一
文
字
違
い
、
と
い
う
よ
り

は
濁
点
が
付
く
か
付
か
な
い
か
と

い
う
だ
け
の
違
い
な
の
で
す
。

　

似
た
よ
う
な
名
前
で
、
共
通
の

知
人
が
い
た
こ
と
が
ご
縁
と
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

済
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
で
す
が
、
私
も
『
自

宅
で
大
往
生
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）

と
い
う
本
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

二
人
と
も
大
往
生
つ
な
が
り
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
同
講
演

会
の
勢
い
で
、
二
人
の
共
著
を
つ

く
る
計
画
が
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進

ん
だ
の
で
す
。

　

そ
し
て
と
う
と
う
、
つ
い
最
近

の
二
月
二
二
日
、
中
村
仁
一
＆
中

村
伸
一
の
コ
ン
ビ
で
『
朗
ら
か
に
！

今
す
ぐ
は
じ
め
る
サ
ヨ
ナ
ラ
の
準

備
』（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

と
い
う
対
談
本
を
刊
行
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、「
大
往
生
」「
孤
立

死
」
と
い
っ
た
〝
逝
き
〞
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
易
な
延
命
治
療
の
是

非
も
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
人
生
の
終
末
期（
サ
ヨ
ナ
ラ
期
）

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
論
じ
る
テ

レ
ビ
番
組
や
雑
誌
の
特
集
、
書
籍

な
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ

し
」
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
言
っ

て
い
ま
す
。
人
生
に
サ
ヨ
ナ
ラ
す

る
時
期
を
「
え
え
人
生
や
っ
た
」

と
充
実
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
願
い
を
込
め
て
こ
の
本

を
世
に
出
し
ま
し
た
。

　

逝
き
方
は
生
き
方
で
す
。
人
は

最
期
、
そ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
凝

縮
し
た
よ
う
に
亡
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
多
い
で
す
し
、
ま
た
、
そ

う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
人

ら
し
い
最
期
と
亡
く
な
っ
た
後
の

お
手
伝
い
す
る
た
め
に
、『
生
き
て

逝
く
ノ
ー
ト
』（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
簡
略
版
）
も
付
録
で
つ

い
て
い
ま
す
。
お
買
い
求
め
に
な
っ

た
な
ら
、
ぜ
ひ
書
き
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

対
談
の
相
手
で
あ
る
共
著
者
の

中
村
仁
一
先
生
は
、
切
れ
の
良
い

辛
口
ト
ー
ク
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
で
す
。
そ
の
毒
舌
に
対

抗
す
る
よ
う
に
、
私
も
持
論
を
正

面
か
ら
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
大
往
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
の
上
の
格
闘

技
の
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

十
年
前
に
一
度
死
に
か
け
た
私

で
す
が
、
そ
の
と
き
か
ら
自
分
の

死
に
付
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
意
識
不
明
に
な
っ
て
緊

急
手
術
を
受
け
た
十
年
後
に
、
逝

き
方
を
語
る
本
を
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て

の
記
念
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
本
が
、
多
く
の
方
々
の

サ
ヨ
ナ
ラ
期
に
役
立
ち
ま
す
よ

う
に
！

と
う
と
う
発
売
！
仁
一
＆
伸
一
の
共
著

『
サ
ヨ
ナ
ラ
の
準
備
』

　

今
回
、
老
健
な
ご
み
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で

は
、
初
め
て
お
は
ぎ
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
上
手
に
出
来
る
か
不
安
で
し

た
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
合
い
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
丸
め
て
あ
ん
こ
を
付

け
、
短
時
間
で
お
い
し
そ
う
な
お
は
ぎ
が

で
き
ま
し
た
。

　

作
り
た
て
の
お
は
ぎ
を
食
べ
な
が
ら
、
昔

の
話
を
さ
れ
た
り
、
笑
顔
も
見
ら
れ
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
利
用
案
内
】

☆
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
病
状

が
安
定
期
に
あ
る
要
介
護
者
が
理
学
療
法
・

作
業
療
法
、
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

無
料
で
随
時
施
設
見
学
・
体
験
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
お
や
つ
作
り

「
お
や
つ
作
り
‼‼
」」

 

こ
ち
ら

　

     
     

介
護
老
人
保
健
施
設　

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み

な
ご
み

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

☎
77
・
１
０
５
０
（
直
通
電
話
に
な
り
ま
し
た
）

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
で
す
。

対
象
者

要
支
援
１
・
２

要
介
護
１
〜
５
の
方

サ
ー
ビ
ス
提
供

月
〜
土
曜
日

（
日
・
祝
日
休
み
）
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センター通信通信

　皆さまの日々の眠りはいかがでしょうか？

　心身の健康には良質な睡眠が必要です。睡眠時間が短いから不眠というわけではありま

せん。気分良く起きる事ができ、日中に眠くならずに元気に活動できたら、短くても質の

良い睡眠をとっている証拠です。年齢を重ねると睡眠時間は短くなりがちです。

　心地よい眠りのために、次のことを実践し、生活リズムを整えましょう。

● 毎日同じ時刻に起床しよう

● 朝日を浴びて体のリズムを整えよう

● 朝食を食べて、体に活動の合図をしよう

● 昼寝をするなら午後3時までに30分以内にしよう

※ 長時間の昼寝は調子を崩しがちです。また、午後３時以  

    降の昼寝は夜眠れなくなることがあるので注意

● 夕方、暗くなる前に軽い運動やストレッチをしよう

● 夕食は腹八分目に

● アルコールやカフェイン入りの飲み物は控えよう

※ 寝酒は深い睡眠を減らし、夜中に目覚める原因に…

● 入浴は 38～ 40度のぬるめのお湯にゆっくりつかろう

● 眠くなったら寝床へ行こう

● 寝床であれこれ考えない

朝
〜
午
前
中

午
後
〜
夕
方

夜
〜
就
寝
前

  心地よい眠りのために…心地よい眠りのために…

眠れない方へ…

　何か重たい、悲しい気持ちを抱えていませんか？

そういう時は…
○ 気分が落ち着く過ごし方をしましょう

○ ゆっくり少しずつ誰かに話してみましょう

○ 気分の落ち込みが著しく、続く場合は、専門の 

   医療機関（精神科など）やかかりつけ医に　 

　 相談しましょう
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「文化財防御訓練」
（1月 19日　苅田比売神社）

「第 7回町民綱引き大会」
（2月 10日　総合運動公園 体育館）

「第 24回関東名田庄会総会」
（1月19日　東京都台東区）

「第2回福井テレビ杯福井県レスリング選手権大会」
（2月 3日　総合運動公園 体育館）

8

　参加した児童たちは、日頃から練習してきた成果を存分に
発揮し、熱戦を繰り広げました。大会の結果については下記
のとおりです。
（全学年の部）
　優　勝　小堀・野尻A　　準優勝　市場Ｂ
　３　位　市場A　　　　　４　位　小倉・美川A
（低学年の部）
　優　勝　小堀・野尻A　　準優勝　小倉・美川A
　３　位　市場Ａ　　　　　４　位　坂本A
　　　　　　　　　　（1月 20日　里山文化交流センター）

習の成果を発揮
第 7回子ども会かるた大会練

内に溢れる人と笑顔
図書館まつり館

　図書館まつりは、毎年バラエティーに富んだ盛りだくさん
の企画が行われています。
　今回は、お話バンザイ読み聞かせ大会、フラダンス・体験
タップダンス、パンケーキやワタ菓子作り、古本市などが催
され、館内はたくさんの人で大賑わい。
　来館した子どもたちは、「次はあそこへ行ってみよう」と
楽しそうに笑顔で館内を歩きまわっていました。
　　　　　　　　　　　　　　　（2月 17日　大飯図書館）
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設機械に大喜び
工事現場の「現場交流会」建

んなが楽しめる一日に
みんなの娯楽室み

　「名田庄落語を楽しむ会」が、音楽や漫才を発表する機会と、
出演者、参加者、スタッフみんなが楽しめる一日を作ろうと
今回初めて開催し、町内外から約50人が参加。
　イベントでは、敦賀市出身のお笑いコンビによる漫才、自
主製作映画の上映会、福知山市で活躍するバンドや小浜市出
身のサックス奏者が、昭和の歌謡曲やアニメの主題歌などを
演奏し、会場を沸かせました。参加した方は「よく聞いてい
た曲が演奏されて、とにかく懐かしくて楽しめました」と感
想を語ってくれました。（1月13日　里山文化交流センター）

度な運動と正しい食生活で
100 歳到達者慶祝訪問

　長きにわたり社会の進展に尽くしてこられたことに感謝して、
時岡町長が町内の100歳到達者を慶祝訪問しました。
　この日 100歳を迎えられた山田 づさん（万願寺）は、
お祝いの記念品などをはにかみながら受け取り、集まったお友
達やご家族、施設の職員の方々から温かい祝福を受けました。
　ご家族の方に、 づさんの長生きの秘訣をお伺いすると、
「80歳くらいまで毎日畑仕事に精を出し、よく体を動かしてい
ました。食生活も野菜を中心として、間食も一切しません」と
教えてくれました。
　健康に留意され、いつまでも長生きしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1月 10日　楊梅苑）

適

　県主催により、公共事業や工事現場に対し関心をもっても
らうことを目的として、一般県道染ヶ谷小倉線知三橋の架け
替え工事の現場で、名田庄保育園の園児を対象に交流会が開
かれました。
　交流会では、はじめに各種建設機械の説明がなされ、架け
替え工事で使用しているクレーン車や、バックホウなどを動
かすデモンストレーションが行われました。
　子どもたちは、間近で見る重機の力強さに「かっこいい！」
と大きな歓声をあげ、最後に、大小の雪だるまのプレゼント
を受け取ると、大事に腕にかかえていました。
　　　　　　　　　　　　　　　（２月８日　名田庄保育園）

　おおい町文化少年団による伝統芸能の発表会が行われました。
　子どもたちは大勢の観衆に緊張しながらも、心のこもった
琴・和太鼓の演奏や、がんばってたてたお茶を来館者に披露
しました。
　遠方から来館していた方々は、琴・和太鼓の音色やお茶席
体験など、いつも以上に豪華なこども家族館の催しに満足し
ていました。　　　　　　　　　（2月10日　こども家族館）

華な催しがたくさん
文化少年団ミニ発表会豪
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 紙芝居作り方講習会（名田庄図書館）

　名田庄図書館で恒例の「手作り紙芝居
コンクール」（募集期間：1月 13 日～ 2
月 17 日）を前に 1月 6 日、紙芝居の作
り方講習会が行われました。
　講師は、若狭東高校などで美術を教え
ている竹原豊さん。今年はひとつのテー
マをもとに、感動する名場面を色鮮やか

読書会
17日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　読書会会員
題材　「お腹めしませ」
　　　浅田　次郎 作

ブランケットファミリー
3日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ
　　　工作など

布絵本の会
11日（月）
13:30 ～ 15:30
内容　布絵本作り

読書会「源氏物語を読む会」
14日（木）
13:30 ～ 15:00

 

布えほんサークル活動
12日（火）19:00 ～ 21:00
17 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

ブックスタート
13日（水）
13:00 ～ 14:30
演じ手　図書館ボランティア
場　所　保健センターなごみ

音楽とお話を楽しむ会
26日（火）
11:00～11:30
対象　0歳から4歳までの
　　　乳幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・
　　　手遊び歌で遊びます。

おはなし会 おひざでだっこ
22日（金）
10:30 ～（20分程度）
対象　０～3歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手
　　　 あそび、わらべうたなど

に描いてみようというもので、参加者
は道具や描き方などを工夫しながら
各々が個性豊かな場面を描きました。
　参加者の中には紙芝居コンクールに
挑戦したいという方もあり、コンクー
ルを前に紙芝居作りに興味を持っても
らえる機会となりました。

（里山文化交流センター）☎ 67-3250

☎ 77-2820 ☎ 67-3703

多聞の会
2日（土）
19:30 ～ 22:00
講師　三宅　成也 氏（KPMGマネジメントコンサルティング
　　　　　　　　　　　エネルギー・インフラチームマネージャー）
話題　「世界から見た日本のエネルギー問題」

ブックスタート
3日（日）
10:00 ～ 10:30

郷土を語る
　渡辺淳と名田庄
17日（日）
13:30 ～ 15:00
語り手　渡辺　淳 氏

しの笛講座（4回シリーズ）
6日 ,13 日 ,20 日 ,27 日（水）
19:30 ～ 21:30
講師　東　隆宏 氏（名田庄太鼓保存会勇粋連代表）
対象　小学生以上
参加料　無料
（ただし、しの笛がない方は、別途実費（3,500 円程度）が必要です。）
定員　先着 10名

飛び出す紙芝居
23日（土）
14:00 ～
入場無料
主催　若州一滴文庫
共催　名田庄図書館

手作り紙芝居入賞作品上演会
23日（土）
13:20 ～

渡辺淳原画展「名田庄の風景」
9日（土）～ 24日（日）
場所　里山文化交流センター・エントランスギャラリー
内容　広報「名田庄」に掲載された名田庄各地区の美しい風景画
　　　を展示します。

臨時休館日
27日（水）～ 28日（木）　蔵書点検作業のため。
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3月

 ウィンタースポーツ教室

 

　1月 26日 ( 土 )、今庄 365 スキー場で
ウィンタースポーツ教室を開催しました。
　あいにく当日は、強い寒気の影響で大
雪になり、時折吹雪が舞う中での開催と
なりました。
　教室では各班に分かれて、講師の方か
ら丁寧な指導をしていただきました。お

かげで、初めてスキーをする子もみる
みる上達し、最後にはリフトに乗って
コースを滑れるようになりました。
　参加してくれた子どもたちがスキー
の楽しさに触れ、これからも続けてく
れることと、吹雪に負けない強さを持
ち続けてくれることを期待します。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯

歴史教室
16日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

暦会館・佐分利公民館連携講座
暦教室
2日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

愛護センター
大飯支部巡回指導
15日 ,29 日（金）
17:00 ～
場所　JR若狭本郷駅周辺

懐かしの映画会
3日（日）
13:00 ～ 15:30
（開場 12:30 ～）
上映作品
　「戦場のメリークリスマス」
場所　悠久館

料理教室
6日（水）
19:30 ～ 
講師　杉本　和範 氏
　　　　（グリーンカフェオーナー）
内容　グリーンカレー作り
参加料　500円

第 10回ヨーガ教室
16日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧　理絵子 氏
場所　あみーシャン大飯　
　　　　（ふれあいホール）

（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

（総合町民センター）☎ 77-1150 （ふるさと交流センター）☎ 78-1211

町を楽しむ会定例会
20日（水）
19:30 ～ 
施設見学や史跡めぐりを通し
て、町のことを話し合います。
随時ご参加ください。

絵手紙教室
9日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺　淳 氏

パソコン教室
2日（土）
10:00 ～ 12:00
内容　SNS（facebook）中級編
テキスト代として 500円程度必要です。

ゲートボール教室
16日（土）
13:30 ～
対象　一般

健康づくり教室
5日 ,12日（火）
10:00 ～ 12:00
講師　藤井　良子 氏　他
内容　5日…体操と心の健康講座
　　  12 日…健康づくり体操

チャレンジランキング 2013
2 日（土）
9:00 ～ 11:00
場所　ふれあいぬくもりセンター
対象　町内在住の幼児・小学生とその保護者
参加料　100円（保険代）
申込先　生涯学習課・名田庄公民館

うみりんカップ　バドミントン大会
3日（日）
8:45 ～　開会式
場所　総合運動公園　体育館・格技場
対象　町民一般

グラウンドゴルフ教室
20日（水）
13:30 ～
対象　一般
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）
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13
時
30
分
か
ら
16
時

と
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あ
っ
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ほ
〜
む
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き
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内
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和
子
先
生
（
管
理

　
　
　
　

栄
養
士
）、
三
木
剛
先
生

　
　
　
　
（
健
康
運
動
指
導
士
）

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

３
月
７
日
㈭

お
知
ら
せ
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　☎ 77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 0 件
死者 0 人
傷者 0 人
物損 12 件

町 （平成25年 1月 31日現在）

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
168日

人権相談人権相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

な
ご
み
保
健
課
☎
77
・
１
１
５
５

保
健
福
祉
室　

☎
67
・
２
０
０
０

福
井
県
労
働
委
員
会

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
７

健
康
づ
く
り

　
　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
が

変
わ
り
ま
す

職
場
で
の
悩
み
ご
と

　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

学
校
教
育
課
☎
77
・
１
１
５
０

氏 名（住 所） 専門委員会

山本 修（小車田） 農政

松宮 利廣（長井） 農政

小原 好一（岡田） 農地

西 忠彦（名田庄下） 農地・農政

中川 啓二（広岡） 農政

福井 明美（笹谷） 農地

寺本 淸二（大島） 農政

中嶋 義男（名田庄奥坂本） 農地

今川 直樹（名田庄中） 農政

渡辺 俊策（本郷） 農政

東 茂正（名田庄小倉） 農政

木村 正行（野尻） 農政

山下 大三郎（犬見） 農地

石橋 高志（岡安） 農地

粟谷 善一（名田庄中） 農地

浜上 雄一（大島） 農地

小間 美也子（名田庄三重） 農政

吉岡 靖夫（芝崎） 農地

藤原 義隆（川上） 農政

小畑 信幸（安川） 農地

田中 廣（父子） 農地

大下 利男（名田庄小倉畑） 農地

農業委員が決まりました
農業委員会事務局
　　　☎77・1111

　農業委員会が下表のとおり決まりました。

　会長に西忠彦さん、職務代理者に田中廣さん

がそれぞれ選任されました。

　※ 農政⇒農政・農振・改良専門委員会

　※ 農地⇒農地専門委員会

（議席番号順、敬称略）
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約
は
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で
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ま

す
の
で
、
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課
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１
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ん
ぺ
き
も
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。
時
に
は
心

を
鬼
に
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ

と
も
。

3月の運気
   （3月 5日～ 4月 4日まで）   （3月 5日～ 4月 4日まで）
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せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
中
運
。
吉
凶
共
に
相

反
し
て
い
る
。
か
か
る
と
き
は

自
身
の
体
調
に
も
行
動
が
左
右

さ
れ
や
す
い
ゆ
え
、
あ
ま
り
重

大
な
事
に
は
取
り
組
ま
ぬ
こ
と
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
旺
盛
と
な
り
万
事
こ

と
を
進
め
る
の
も
好
機
。
た
だ

中
途
で
多
少
の
遅
延
が
起
こ
る

が
焦
ら
ず
他
人
に
責
任
を
被
せ

ず
自
身
の
事
と
し
て
行
動
す
る

の
が
良
策
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
前
半
に
や
や
暗
雲
低

迷
状
態
と
な
る
が
後
半
は
晴
れ

前
途
も
輝
く
。
焦
ら
ず
好
機
を

待
ち
行
動
を
す
れ
ば
成
果
は
良

好
。
移
り
気
を
起
こ
せ
ば
効
果

は
減
る
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
一
転
し
て
暗
雲
の
闇

に
覆
わ
れ
て
き
た
。
作
業
は
一

時
停
止
し
、
好
機
を
待
つ
の
が

一
番
。
無
理
を
通
す
と
損
害
が

広
ま
る
。
軽
挙
妄
動
は
慎
む
こ

と
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
上
昇
し
安
定
の
感
も

あ
る
。
か
ね
て
か
ら
の
計
画
は

躊
躇
な
く
進
め
て
よ
し
。
し
か

し
分
外
の
望
み
は
か
え
っ
て
損

失
に
傾
く
恐
れ
あ
り
。
新
規
の

事
は
希
望
有
り
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
本
格
的
に
は
回
復
し

て
い
な
い
が
、
慎
重
に
進
め
ば

目
的
に
近
づ
く
。
但
し
周
囲
や

他
人
の
意
見
に
も
貴
重
な
事
柄

も
あ
る
。
総
て
無
視
す
る
の
は

大
損
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生
、
25
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

業　　種 時 間 額

紡績業、化学繊維、織物、染色整理業 720円

繊維機械、金属加工機械製造業 794円

電気機械器具製造業 754円

（新設）百貨店、総合スーパー 755円

特定最低賃金が改定されました特定最低賃金が改定されました
福井労働局労働基準部賃金室
　　　　  ☎ 0776・22・2691

（注１）「各種商品小売業」は、今年度改定がなく、
　　　　時間額750円です。
（注２）衣、食、住の各種商品を一括して一事業所
　　　 で小売する事業所のうち、従業者が常時50
　　　 人未満の事業所は「各種商品小売業」、常時
　　　 50人以上の事業所は、新設の「百貨店、総
　　　 合スーパー」が適用されます。

３月は自殺予防月間です３月は自殺予防月間です
若狭健康福祉センター 地域保健課
　　　　　　　　　　☎ 52・1300

　若狭地域自殺対策連絡協議会では、３月の自殺
予防月間に併せて、「こころの講演会＆悩みごと
相談会を開催します。お気軽にご参加ください。

※ 平成 24年 12月 24日効力発生

３月 20 日㈬　

13 時 30 分から 16 時 30 分

サンサンホーム小浜

小浜市遠敷84-3-4（JR東小浜駅構内）

■ 講演会（講師：赤穂依鈴子）

「うつ病が私にくれた贈りもの

～療養体験から学んだこと～」

■ 専門家による個別相談会（無料）

（法的トラブル、心の病気、人間関係、

 育児、就労、介護などの相談が可能）

と　き　

ところ　

内　容　



1414

　　

大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,686.8億kwh 5,972日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,694.9億kwh 5,974日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 25年 1月末日現在の数値です。

２月 ３月

原子炉起動時期未定

本格運転中

　 本格運転中

　

  　　           原子炉起動時期未定

　大飯発電所では、更なる安全性・信頼性向上対策として、事故等の緊急時指揮所となる免

震事務棟を発電所構内に設置します。建物の構造は、事故時に必要な人員の収容スペース、

中央操作室や指揮所の電源、建屋等の周辺状況の監視機能、通信機能などが備えられており、

放射性物質の流入を防ぐ構造を予定しています。詳細設計を昨年９月から開始し、現在、

平成２７年度上期中の運用開始を目指しています。

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

平成25年

実 施 事 項 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

調査検討、設計
法令手続き
敷地造成

免震事務棟建設
通信設備設置

免震事務棟イメージ図免震事務棟イメージ図

○ 耐放射線
　 ・粒子、よう素除去フィルタ付換気空調設備
　 ・窓は必要最小限にする ・汚染測定、除染室を設置

【免震事務棟の概要】

○ 建屋仕様及び構造
　 ・最高地上高約46ｍ・鉄骨鉄筋コンクリート構造
　 ・収容想定人数　360人～最大約1,000人

○ 耐地震、津波
　 ・免震構造
　 ・津波に耐えられる配置場所や構造を選定

○ その他
　 ・非常用発電機を設置　 ・衛星などの各種通信機能を確保
　 ・プラント情報監視システムの設置　 ・７日分の食料・水を配備
　 ・７日分の放射線防護用資機材を配備　・初期対応要員のための仮眠室を確保
　 ・原子力災害対策時のマニュアル等を配備　・ヘリポートの設置

○ 免震事務棟設置スケジュール
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な ご み

いきいき
  3月

まちの人口
平成25年 2月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■

　 　 8日㈮

13日㈬

■ 15日㈮

■ 12日㈫

■ 5日㈫

■ 22日㈮

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,795　　　　　（ー１）

   男　　　　　　4,297　　　　　（＋５）

   女　　　　　   4,498　　　　　（ー６）

世帯数　　　　　3,210　　　　　（ー２）

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 25年 1月 10 日から
 　  平成 25 年 2 月 11 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

浦松　圭
けいせい

清　　　男　　 清隆・えり　　　 野尻

山口　芽
めいさ

紗　　　女　　 善久・由香里　　 青戸

多田　睦
むつき

輝　　　男　　 晃義・恵利香　　 野尻

山内　智
ともき

己　　　男　　 俊・ひろみ　　　 神崎

小原　実
み め

愛　　　女　　 信一・愛　　　　 岡田

松宮　楓
ふうか

花　　　女　　 寛・彩　　　　　 長井

近藤　響
ひびき

己　　　男　　 圭司・奈津子　　 小堀

日退　雪
ゆきか

華　　　女　　 貴博・千恵　　　 青戸

中西　妻子　　　89歳　　  女　　　尾内

田邉　欣二　　　81歳　　  男　　　福谷

永井　初枝　　　88歳　　  女　　　小堀

新谷　信美　　　92歳　　  男　　　川上

浦松　正男　　　85歳　　  男　　　野尻

筒井　千代榮　　91歳　　  女　　　小車田　　　　　

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■

　 15日㈮

■ 22日㈮

■ 毎週木曜日

■ 13日㈬

■ 27日㈬

■納田終・井上・中地区 1日㈮ 12日㈫ 21日㈭ 29日㈮

■坂本・西谷地区　　 8日㈮ 19日㈫ 28日㈭

■下久田・久坂・下地区 5日㈫ 14日㈭ 22日㈮

■三重・小倉・美川地区 7日㈭ 15日㈮ 26日㈫

  3 日（日）  常藤内科医院   10 日（日）  高浜病院 

17日（日）  高浜病院　　　20日（水）  堀口医院

24日（日）  なごみ診療所　31日（日）  和田診療所

たかさご

 堂前　智弘　　　　　川上
（田多） 裕恵　　　　　（若狭町）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
T
E
L
 0770-77-1111　

F
A
X
 0770-77-1289　

E
-m
ail kikaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
25
年
2
月
26
日
◆

広
報

広
報

▼
今
月
の
表
紙
と
４
，
５
ペ
ー
ジ

は
、
嶺
南
６
市
町
の
広
報
担
当
者

で
連
携
、
企
画
し
た
Ｊ
Ｒ
小
浜
線

電
化
10
周
年
を
記
念
し
た
特
集
に

な
っ
て
い
ま
す
▼
電
車
で
移
動
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
、
車
内
で
の
人
と

の
出
会
い
と
車
窓
か
ら
の
景
色
だ

と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
そ
れ
を
実
感
す
る
出
来
事
に

遭
い
ま
し
た
▼
子
ど
も
と
二
人
で

Ｊ
Ｒ
小
浜
駅
か
ら
若
狭
本
郷
駅
ま

で
電
車
に
乗
っ
て
帰
る
際
、
隣
座

席
に
出
張
帰
り
と
思
わ
れ
る
年
配

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
男
性
が

座
っ
て
い
ま
し
た
▼
海
が
見
え
た

り
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
度
に
至
近

距
離
で
大
声
で
報
告
し
て
く
る
子

ど
も
に
う
ん
ざ
り
す
る
わ
た
し
の

様
子
を
見
て
、
優
し
く
笑
い
か
け

て
く
れ
る
男
性
▼
ふ
と
「
迷
惑
な

の
で
は
？
」
と
思
い
、「
す
い
ま
せ

ん
…
」
と
謝
る
と
、「
い
や
い
や

全
然
気
に
し
な
い
で
。
そ
れ
よ
り

ボ
ク
、
こ
れ
あ
げ
る
よ
」
と
子
ど

も
に
お
か
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▼
お
話
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
男
性

の
お
孫
さ
ん
と
息
子
さ
ん
が
同
じ

く
ら
い
の
年
齢
で
、
同
じ
よ
う
な

状
況
を
想
像
し
た
そ
う
で
す
▼
短

い
時
間
で
し
た
が
、
心
温
ま
る
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
▼
暦
で
は
も

う
春
で
す
、
皆
さ
ん
も
小
浜
線
に

乗
っ
て
ぶ
ら
っ
と
旅
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
な
る
と
）

知っているようで意外と
知らない、地区の伝統や
歴史をご紹介します

　

戸
祝
い
は
、
子
ど
も
が
主
役
の
行
事

で
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
な
ど
を
願

い
ま
す
。

　

久
坂
区
で
は
、
戸
祝
い
に
先
立
ち
、

子
ど
も
た
ち
が
区
内
を
７
周
し
て
厄
を

落
と
す
「
キ
ツ
ネ
が
え
り
」
を
行
い
、

そ
の
後
、
七
福
神
に
見
立
て
ら
れ
た
上

級
生
７
人
が
山
の
ふ
も
と
の
祠
で
山
の

神
か
ら
福
を
受
け
取
り
、
各
家
に
順
番

に
配
っ
て
歩
き
ま
す
。

　

訪
れ
た
家
々
で
、「
福
入
れ
ま
し
ょ
ー
」

「
ま
ー
ず
め
で
た
い
戸
祝
う
」
と
唱
え

な
が
ら
、
め
で
た
い
絵
な
ど
が
描
か
れ

た
棒
で
地
面
を
ト
ン
ト
ン
打
ち
鳴
ら
し
、

山
の
神
の
福
を
分
け
与
え
、
家
の
方
か

ら
ね
ぎ
ら
い
の
お
年
玉
を
受
け
取
り
ま
す
。

福
を
配
る
子
ど
も
た
ち

この人に聞きました！
下中 太

た き

貴くん
（名田庄久坂）

今年の七福神のリーダー。

下中くんは「各おうちにしっかりと福を配れるように

頑張ってお祈りしました。務めを無事終えることがで

きてほっとしました。明るく楽しい村になってほしい」

と笑顔で語ってくれました。

戸
と い わ

祝い
おおい町名田庄久坂区
問い合わせ先　おおい町　郷土史料館　☎ 77-2820

（平成 25年 1月 13日）

お
お
い
な
る
伝
統13 日）△戸祝いの様子

△山の神から福を受け取る七福神

△キツネがえりの様子


